
議　員　9月定例会において、後付けの
ペダル踏み間違い時加速抑制装置の購
入補助と、路面標示や道路整備等の総
合的な安全対策を要望しましたが、その
後の経過を伺います。
市民生活部長　後付け装置は政府が助
成を検討しているようですので、動向を注
視していきたいと思います。また、安全な
道路交通環境の醸成に向け、関係機関と
協議をしています。
議　員　現在、本市では市営無料バス
等、公共交通の在り方について積極的な
取り組みを行っていますが、残念ながら自
家用車に代わるものとはなり得ません。軽
トラックの運転等、農作業上、簡単に運転
免許証の返納ができない人もいます。高
齢ドライバーが安心して、より長く運転で
きる環境の整備も行政の役割と考えます。
自動車のまち太田として、高齢ドライバー
が安全に運転できるような総合的な対策
を、他自治体に先駆けて考えるべきと思い
ますが、所見を伺います。

議　員　台風19号による災害の際、10
月13日に災害対策本部を廃止したこと
への同僚議員の質問に対し、被害状況を
十分に確認せずに廃止を提案したことを
反省している旨の答弁がありました。被災
者支援のメニューの内容や、それを決定し
たタイミングをどう総括し、今後に生かし
ていくか伺います。
総務部長　災害時の支援内容を整理し、
被災者へ速やかに案内できるよう、体制
の整備をしていきたいと思います。
議　員　同僚議員の質問に対し、市長は
初動の遅れはなかったと答弁していまし
たが、13日に災害対策本部を廃止しなけ
れば、さらに早い対応ができたはずです。
初動の遅れがあったという認識を市長が
持つことで、今回の災害対応の検証を深
め、有効な教訓を引き出せると考えます
が、所見を伺います。
市　長　台風15号の際の他自治体の
対応と比べても、本市の対応は全体的に
良かったと思います。ただ、情報収集の遅

市　長　高齢者が長く運転できるという
ことは、生活を充実させることにつながる
と思います。後付け装置への補助金等は、
その有効性が確認された段階で検討した
いと考えますが、それまでの間は、混雑す
る時間帯には運転しない、細い道路には
入らないなど、自ら安全運転を心掛けてほ
しいと思います。
■その他の質問
・公共施設の施設整備に対する本市の
考え方について
・新田庁舎隣接の（仮称）太田西複合拠
点公共施設について
・新市民会館の周辺整備について

れにより、市民への情報提供が遅れたこ
とは反省しています。
議　員　今後、河川の越水を防ぐために、
堤防の整備や強化等に加え、川床等の掘
削やしゅんせつが必要です。県を通じて、
国土交通省への早期の要望活動を求め
ますが、所見を伺います。

市　長　堤防を高くすることが難しけれ
ば、中州部分の整備が適当と考えます。
過日、渡良瀬河川事務所には話をしまし
たが、利根川については、県との調整会
議の中で要望したいと思います。
■その他の質問
・都市計画の変更における地域合意の
形成について

議　員　世界保健機関（WHO）が推奨
する世界基準のセーフコミュニティの概要
を伺います。
企画部長　地域住民が、けがや事故など
を予防する意識を共有し、安全・安心のま
ちづくりを目指すコミュニティとその実践
活動のことです。1989年からWHOによ
る国際認証が開始され、現在、国内の16
自治体が認証されています。
議　員　本市の災害時の地域コミュニ
ティにおける活性化の方法を伺います。

総務部長　各地区に、区長会を中心とし
て民生児童委員や消防団等さまざまな団
体で構成される自主防災組織があります。
自主防災組織が主体となって活動するこ

とで、災害時の地域コミュニティの活性化
につながると考えます。
議　員　本市へのセーフコミュニティの
導入について所見を伺います。
総務部長　セーフコミュニティは地域住
民全員の安全の向上に重点を置いており、
これは太田市地域防災計画における自
主防災組織の考え方と一致します。安全
な暮らしのために、地域住民が自ら考え
行動できるコミュニティを形成できるよう、
行政として自主防災組織を支援していき
たいと思います。
議　員　台風19号による災害において、
自主防災組織がなかなか機能しなかった
ことから、セーフコミュニティの体制整備を
行政が行う必要性を感じましたが、市長
の所見を伺います。
市　長　市民を巻き込み、コミュニティと
して持続的に活動するのは難しいと感じ
ますが、一部の地区で試験的に実施し、
全市への拡大が可能かどうかを検証する
のも一つの方法と思います。

高齢ドライバーが安心して安全にハンド
ルが握れる社会の実現に向けた本市の取
り組みについて

市民の会　尾内　謙一

安全・安心なまちづくりのための
セーフコミュニティについて

創政クラブ　大川　陽一

防災対策と被災者支援について

日本共産党　水野　正己

　12月定例会では、11月29日と12月２日、３日の３日間にわたり19人の議員が一般質問を行い、太田市政の現状や将来に対する
方針などに関して活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認の上、１問を選び、質問と答弁の要旨を
紹介します。なお、一般質問の模様は、太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。また、
本定例会の正式な会議録は、市政情報コーナーや市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで、３月下旬からご覧いた
だけます。詳しいことは、議会事務局（　０２７６－４７－１８０６）までお問い合わせください。12月定例会  一般質問要旨

次の議案を審査しました委員会
で　は

　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会
最終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知らせします。

総務企画委員会
■群馬県市町村総合事務組合の規約変
更に関する協議について
問 群馬東部水道企業団へ派遣されて
いる常勤職員に係る退職手当の支給に
ついて伺います。
答 現行では、当該職員の退職時に、企
業団在職年数に応じて本企業団から市
へ支払われる負担金が、手当の一部原資
として支給されます。
審査結果　原案可決

■地方公務員法及び地方自治法の一部
を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について
問 公益的法人等への職員の派遣等に
関する条例で規定する職員の派遣におけ
る、臨時職員および非常勤職員の位置付
けについて伺います。
答 今後、創設される会計年度任用職員
に代わります。

審査結果　原案可決

■太田市会計年度任用職員の勤務時間、
休暇等に関する条例の制定について
問 会計年度任用職員に係るフルタイム
とパートタイムへの振り分けの仕方を伺い
ます。
答 意向調査も考慮しますが、原則、勤
務内容および人事評価等を鑑みながら、
総合的に判断していきたいと考えます。
審査結果　原案可決

■太田市会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の制定について
問 本制度導入後の各種手当等の取り
扱いについて伺います。
答 通勤手当は今までどおり継続とし、
地域手当は全職員、退職手当は一定の
職員のみを対象とします。
審査結果　原案可決
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